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『互いの存在を認めあう意味』 
 令和７年度も残すところあとひと月となりました。いくつかの教室にはカウントダウンの数字が並んでいます。
残り少なくなった日々を、それぞれ子どもたちはどんな思いでいるのでしょうか。あとわずかな生活を惜しんでい
るのか、早く心機一転したいのか、それぞれです。ただ、言えることは、確実に時間は流れ、確実に今年度の終わり
が迫ってきているということです。 
〇「冬季オリンピックの勝者と敗者から」  
冬季オリンピックが終わりました。皆さんはどんなことが印象に残っているでしょ

うか。冬季オリンピック史上最も多いメダルの数、ということで、多くのメダリストた
ちが報道されていました。それぞれの勝敗にドラマがあり、そのドラマに感動した方も
多かったのではないでしょうか。今回のオリンピックの報道を見ていて私が感じたの
は、互いをリスペクトする姿でした。敗者が勝者をたたえるだけでなく、勝者が敗者を
たたえる姿が今まで以上の写し出されていたように思いました。 
私は、運動会の閉会式で何度か子どもたちにお伝えしたことがあります。「勝敗があるから悔しい思いを経験した

り、うれしい思いを抱いたりできます。しかし、それは競い合う相手がいるからです。だから、敗者は勝者に大きな
喜びを与えた立役者であり、勝者はその喜びをあえてもらえた敗者に感謝しなければならない」というようなこと
を。勝者は自信やほこりを持ちますが、敗者も十分誇りを持つべきであり、また、その舞台が大きければ大きいほ
ど、その大会にかける思いが強ければ強いほど、喜びも悔しさも、感情は大きいものとなります。そして、感動も大
きいものになりますね。 
〇「選手が残してくれる言葉から」 
 オリンピックはその最も高い舞台なのかもしれません。それゆえに、本人のみなならず、
かかわった人、その競技を見ていた人、多くの方に感動を与えるのかもしません。そして、
選手が発するその言葉には、この４年間にかけた時間が重なっているので、とても重い言
葉として感じます。 
様々な言葉の中で、「オリンピックは恩返しの舞台」という言葉がありました。今まで

自分にかかわっていただいた方々、応援いただいた方々に感謝の思いをパフォーマンスで
表現する、ということだったと思います。結果で恩返しをするのではなく、その競技に向
かう姿勢で恩返しをする、とても素晴らしいことなのではないかと思いました。 
 今までの日本では、結果がすべてのところがあり、期待に応えられなくて命を落とす選手が過去にはいた中で、
そのような思いで最も大きな舞台に挑戦する姿勢は、少し日本も変わってきたのかなと思いました。また、ノルデ
ィックスキー女子ジャンプ・伊藤有希選手は、メダルを期待されていた選手の一人でしたが、競技を終えてのコメ
ントで、 

「メダルは取ることはできなかったけど、今まで私がさせていただいた経験と、携わっ
てくださった方々が、私にとっても金メダル以上に大切なものだったっていうことを感
じた。幼い頃からの夢である『オリンピックで金メダルを取る』っていう夢は、達成で
きたんじゃないかな。今までのオリンピックで一番、空が綺麗に見えた気がする」 
と表現していました。その言葉に心を打たれましたし、その言葉に賞賛の声がたくさん
上がっているとのことです。 
〇「残念な出来事が起こる社会」 

 オリンピックという舞台に立てること、それだけでもとても素晴らしいことで、ほんの一握りの選手しか経験で
きないこと、そして、そのために多くの努力と犠牲、苦悩をしてたどり着いたこと。見えない多くの時間に我々視聴
者は視点を持ち、その時間の苦悩を想像し、選手にリスペクトすべきだと思います。しかし、残念ながら、メダルを
取れなかった選手への誹謗中傷が絶えないようです。各国の協会もそのことに頭を悩ませているとのこと。特に、
SNS というものを使った誹謗中傷に選手の心が痛めつけられているという報道もありました。とても悲しく残念な
思いです。独特の雰囲気の中でその一瞬にかけて競技する緊張感、不安や心配、そして今までの苦悩、様々な状況の
中での結果、思うような結果が出なくて一番悔しいのは、その選手本人なのに、と思ったりします。 
〇「だから、本校で育てたい力とは」 
 だから、本校では、日々の取り組みの中で、それぞれの存在が認めあえるつながりや環境を意識して教育活動を
行っています。考え方や思いが違っても、違いをお互いが受け止めつつ、その存在は否定しないで、考え方を議論す
る。仲間としてのつながりを大切にすることで、より広い考え方にふれあい、それぞれが人として豊かに成長して
いけるのはないかと考えています。また、相手をおもいやる心をはぐくむためには、想像できる力が必要です。その
力のベースは学力です。よりよく生きていけるために学力の向上を目指しています。まだまだ道半ばではあります
が、子どもたちは、仲間を受け止めようとやさしい姿をたくさん見せてくれています。ありがいことです。 
 子どもたちによりよく生き抜く力をつけていくために、我々は教育活動をすすめてきました。その令和７年度が
終わります。もう少し、最後まで精一杯取り組んでいきたいと思います。 
 次は、パラリンピックですね。どんな言葉が出てくるのでしょうか・・・・ 
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令和７年度

日 曜日 学校・地域行事　　 保　　健 部活

1 日

2 月 朝会

3 火
作品展

放課後まなび教室閉講式（中間休み多目的室）

4 水
授業参観懇談会

作品展
フッ化物洗口

5 木
作品展　1年幼保小架け橋交流会

児童会みんなが主役プロジェクト

6 金 身体計測６年 青い鳥発表（3・4年）

7 土

8 日

9 月
委員会活動

1年幼保小架け橋交流会
青い鳥発表（1・2年）

10 火
6年生を送る会

口座振替日　6年制服引渡　（1５：45～体育館）
青い鳥発表（5・6年）

11 水
児童集会

シェイクアウト訓練
フッ化物洗口

バスケットボール　卓球

サッカー　陸上

お別れ試合

12 木 部活動閉講式

13 金
にこにこタイム

かわひがチャレンジRUN（京キッズRUN参加者）

14 土

15 日

16 月 クラブ活動

17 火 和献立

18 水 卒業式リハーサル（１・２校時） フッ化物洗口

19 木
給食終了・大掃除　　５年卒業式前日準備（６校時）

１～4年5時間授業１４：３０完全下校

20 金 春分の日

21 土

22 日

23 月 卒業証書授与式

24 火 修了式

25 水 春季休業（4月9日まで）

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月 離任式(８：３０集合)

31 火



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月３日（水）は計算名人大会、20 日（金）は漢字名人大会を
行いました。今年度最後ということもあり、自主学習などで計算
や漢字を頑張ってきた子どもたちも多く、気合が入っていました。
目標を持って取り組むことは素晴らしいことです。来年度も意識
して、しっかり準備して名人を目指してください。 

２月２日（月）～6 日（金）まで給食週間でした。教室で
は給食ができるまでの様子を動画で視聴し、調理員さへ
手紙を書きました。体育館では給食に係る〇×クイズな
どを給食委員会が企画し、楽しむことができました。 

２月３日（水）、校区や周辺にある幼稚園や保育園との

連携・協力を深めるために幼保小架け橋交流会を実施し

ました。1 年生は少しお兄さん・お姉さんになって体育館で

遊びを教えたり、一緒に遊んだりして、園児達を楽しませて

くれました。 

 

２月２日（月）に京キッズ会議をオンラインで行いました。6年生
の本部委員が参加し、他校の学校をよりよくしていく取組を聞
き、自分たちの学校に生かせることはないか考えを深めること
ができました。学んだことを、他学年にも紹介し、みんなでよりよ
い学校づくりにしていくことを計画していきます。 

 ２月２日（月）朝会を行いました。校長先生からオリンピックで
は、どうしてもメダルの数に注目されがちですが、オリンピックに
出場するために努力されたことや選手の思いなどにも注目し
ていくポイントを教えていただきました。会の最後にはサプライ
ズで校長先生のお誕生日会をしてみんなでお祝いし、温かい
雰囲気に包まれました。 

 ２月４日（水）５年生は、京都コンサートホールで音楽鑑賞教

室に参加しました。オーケストラによるたくさんの楽器を使った

迫力あるプロの演奏に感動したことでしょう。素敵な経験が

できましたね。 

 

朝 会 

給 食 週 間 

京 キ ッ ズ 会 議 

1年生幼保小架け橋交流会 

音楽鑑賞教室 

計算名人・漢字名人大会 

小さな巨匠展 

6年校外学習 

２月５日（木）になかよし学級は小さな巨匠展を鑑賞しに京都

市美術館別館行きました。川岡小学校・桂東小学校の友達と

の合同作品も展示されており、多くの作品を楽しんで鑑賞す

ることができました。 

 

 ２月２５日（水）6 年生が校外学習で 海遊館  へ行って
きました。雨天のため、関西サイクルセンターにはいけませ
んでしたが、大きな水族館で海の生き物を観察することが
でき、笑顔いっぱいの楽しい時間を過ごすことができまし
た。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品展３月３日（火）～5日（木） 

川岡東小学校の子どもたちの力作が体育館に集結します。
参観・懇談もありますので、この 3日間でぜひお立ち寄りいた
だき作品をご覧ください。保護者鑑賞時間 12：30～18：00
他のお子様の作品もありますので SNS などへの投稿はご遠
慮ください。 

 

６年生を送る会 ３月１０日（火） 

6 年生もいよいよ卒業までのカウントダウンが始まっており
ます。 6 年生の卒業をお祝いするため、6 年生送る会を実
施いたします。各学年から 6 年生に向けて感謝の気持ちを
発表にしてお送りします。6 年生は、残り少ない小学校生活
を味わってすごしてくれることでしょう。 

 

着任式・始業式・入学式  ４月１０日（金） 

着任式・・・８：３０までに登校（運動場に登校） 
始業式・・・そのまま引き続き行います。 
入学式・・・９：５０～受付開始 １０：３０開式 
始業式が終わりましたら下校します。 
 ※入学式について 6年生は参加し、 

2年生の代表者は一部参加します。 

    

 

卒業証書授与式 ３月２３日（月） 

 卒業式保護者受付は午前 9時 25分から、開式は 10時
となっております。子どもたちの受付は、9 時 10 分です。お
間違いのないようにお願いします。また、当日路上駐車、近
隣のスーパーや飲食店等の駐車はご遠慮ください。ご協力
をよろしくお願いいたします。卒業式については、小学校課
程の卒業としてふさわしい姿で、頭髪や服装等華美になり
すぎないようにお願いいたします。 

授業参観・懇談会３月４日（水） 

  
今年度最後の参観・懇談です。子どもたちの 1年間の成長を
是非ご参観ください。参観後の懇談会では年間のまとめとし
て担任も保護者の皆様にお話しさせていただきます。ぜひ懇
談会にもご参加いただき、子どもたちの成長と子育てについ
て一緒に共有出来たらいいですね。お待ちしております。 
なお、写真等については個人情報の観点よりご注意ください。 

 

離任式 ３月３０日（月） 

今年度の離任式は 3 月３０日（月）です。離任式は体育館
で行います。上履きをご持参ください。子どもたちは８：３０ま
でに登校してください。８：３５より開式の予定です。なお、離任
する教職員の発表については、24 日午後よりすぐーる、学校
HP、および正門前掲示板でお知らせを行います。ご確認くだ
さい。 

４月より道路交通法が改正され、16歳以上は自転車

の違反に対して青切符が導入されます。自転車の正

しい乗り方についてご家庭でも確認していただきます

ようお願いいたします。詳細は京都府警のホームペー

ジに掲載されております。 

読 書 週 間 

2 月 9 日（月）～20 日（金）まで読書週間でした。図書

委員や先生による読聞かせや、教職員のおすすめの本

の展示など、本に親しむことができました。ご家庭でもお

すすめの本など話題にしていただけたらと思います。 

 

半日入学・説明会 

2 月１７日（火）に半日入学・説明会を行いました。5 年生

は、新 1年生たちを優しく教室まで案内してくれました。保

護者の皆様ご参加いただきありがとうございました。 

４月の行事予定 

 

４/１０（金）着任式・始業式・入学式  
新 2年生～新 6年生は通常通り登校  

４/１５（水）給食開始  

４/２３（木）6年生全国学力学習状況調査 

 


